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第１６３回 長崎大学ＦＤ実施報告書（平成３０年３月１５日提出） 

１．題 目：平成２９年度長崎大学メンタルヘルス講演会 

若者のコミュニケーションにおける困難とその影響 

～若者同士，教職員，そして家族ができること～ 

２．日 時： 平成３０年３月２日（金）１６：００～１７：３０ 

３．場 所： 長崎大学文教スカイホール 

（グローバル教育・学生支援棟４階） 

４．主 催：長崎大学学生相談支援等協議会 

  共催：長崎大学保健・医療推進センター，障がい学生支援室 

５．対 象：全教職員及び学外者 

６．長崎大学ＦＤに関する申合せ第２第１項への該当について【複数選択可】 

（該当するものに○を記入すること） 

[  ○ ] (1) 教員の教育活動に関するもの

[ ] (2) カリキュラムの改善に関するもの

[ ] (3) 教育の組織的改善に関するもの 

[ ] (4) 入学者選抜方法の改善に関するもの 

[      ] (5) その他教育改善及び入学者選抜方法の改善に関するもの 

７．今回のＦＤの趣旨・意義（６．に関連した形で記述すること） 

自殺者数はここ数年，減少傾向にあるが，それでも毎年 2 万 5 千人以上の方が自

死で亡くなっています。 

若者（15 才～39 才）においては，自殺が死因の第 1 位になっており，他世代と

比べて，高止まりが続いています。この背景には，人間関係にまつわる課題が多く存

在します。今日の社会では，電話，メール，SNS 等，コミュニケーションできる手段

が多い一方で，コミュニケーションに関係する問題が目立つ状態があります（誤解，

いじめ，孤立など）。 

大学生や同世代の若者においては，誰にも本音が言える相手がいないと悩みを抱え

る若者も多く，また，そういった学生は就職活動など強いストレスを抱える時期に，

問題を抱えやすい状況にあります。 

そのような中で，学生・教職員・家族の方など，身近な存在だからこそできること

（若者の異変に気づくポイント，気づいた後にできる効果的な声かけの仕方，話を聴
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くコツなど，若者から見て”味方”だと思える「支え手」になるためのヒント）につ

いて，講演していただきます。 

本講演を拝聴していただくことで，教員が，教育活動を行うに当たって，悩みを抱

える学生の精神面を把握することはもちろん，教員個人や組織として学生への対策を

行うことに繋がることが期待できます。 

各教員の教育活動において，学生のメンタルヘルスに関して日頃から意識し，配慮

していただくことが講演の主旨と意義です。 

また，職員等を講演会に参加させることで，メンタルヘルスに関する教職員全体の

認識の向上にもつながるものと考えます。  

 

８．プログラム構成 [題目・担当講師]（当日使用した資料等を添付すること） 

構成：講演 講演－90 分（質疑応答含む） 
[題目・担当講師] 
題  目：若者のコミュニケーションにおける困難とその影響 

～若者同士，教職員，そして家族ができること～ 
担当講師：特定非営利活動法人 Light Ring. 代表理事 石井 綾華 氏 

 

９．参加者：８７名 

（内訳） 

所   属 人  数 

多文化社会学部  1 

教育学部  ２ 

経済学部  ４ 

医学部  1 

医歯薬学総合研究科(保)  ３ 

医歯薬学総合研究科(薬)  ４ 

工学研究科  １０ 

水産・環境科学研究科(環)  ７ 

水産・環境科学研究科(水)  ４ 

熱帯医学・グローバルヘルス研究科  １ 

熱帯医学研究所  ２ 

原爆後障害医療研究所  ２ 

保健・医療推進センター  ９ 

地域教育総合支援センター  １ 

核兵器廃絶研究センター  １ 

国際教育リエゾン機構  １ 

障がい学生支援室  ４ 

総務部  ２ 
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財務部  ２ 

学生支援部  ９ 

文教地区事務部  １ 

病院事務部  １ 

病院薬剤部  ２ 

病院臨床研究センター  １ 

学外者(大学教職員)  ６ 

学外者(その他）  ６ 

計 ８７ 

※ 別紙に参加者名簿を添付してください。 

 

１０．実施したＦＤの成果等 

（１） 参加者からの評価（アンケートの集計結果を記述する） 
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（２） 総 括（１０（１）を踏まえＦＤ全体の総括を記述する） 

   本講演会は，本学の教職員が発達症のある学生への対応を行う上で組織や個人と

してどのような意識をもってどのように対応していくべきか，ということを考える

機会として開催した。 

参加者からの評価については，回答者（７７％）のうち，「期待した内容でとて

も良かった」（５１％）と「まあまあ良かった」（４５％）を合わせると，回答者の

９６％が「よかった」という結果であった。 

さらに，今回は学外からの参加者も多く見受けられ，若者の特徴や支える側の悩

みに対する理解が深まり有意義な講演会であったものと考える。 

一方，「学生にも聞いて欲しい内容であった。学生の参加者が少ないのがもった

いない。若者の生の声を知る機会であったのに残念に思う。」，「大学で利用できる

メンタルヘルス関連の部署や連絡先について，もっと周知して欲しい。」，「講演を

録画して大学の学習ネットで，いつでも見れるようにして欲しい。」という意見も

あったので，講演の開催時期及び内容の閲覧方法等についても今後の検討課題であ

ると考える。 

 

１１．実施代表者の連絡先 

部 局：保健・医療推進センター カウンセリング部門長 

職 名：准教授            氏 名：林田 雅希 

e-mail：hmsk@nagasaki-u.ac.jp     内 線：２２１２ 

 

１２．申請者の連絡先 

部 局：学生支援部学生支援課 

職 名：班長             氏 名：平野  悟 

e-mail：s-hirano@nagasaki-u.ac.jp   内 線：２１０２ 


